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　私はその日、出版社で著者校正をした帰り
だったので、『新明解国語辞典』という辞書
を持っていた。「名医」を引いてみる。
　「医術と人柄のすぐれた（ことで評判の有
る）医師」。これは的確な説明だと感心した。
　男のほうは「人柄のすぐれた医師」として
語り、女史のほうは「医術」いわゆるゴッド
ハンドの持ち主と解釈したため、かみ合わな
い会話になったわけだ。
　一般に「名医」というと、最近は医術＝ゴ
ッドハンドの持ち主と解釈する傾向がある。
しかし古くから「医は仁術」というとおり、
すぐれた人柄のほうも名医の重要な条件であ
ることは間違いない。
　男が「名医」だと感じた点をまとめると、
①患者の名前を呼んで挨拶をした。
②きちんと自分の名前を伝えた。
③患者の話をうなずきながら聞いた。
④患者の症状に共感を示した。

　どれも何げないことのようだが、彼が「ま
たこようかと思った」のはよくわかる。これ
らをすべて欠いて、患者に不快な思いをさせ
る医師が、最近増えているからだ。
　考えてみると、上に挙げた点は医師に限ら
ず、よき管理者の条件とも重なる。③は術語
ふうにいえば「積極的傾聴」であり、④は「共
感的理解」である。どちらも部下や後輩と信
頼関係を築くうえで欠かせない要素だ。その
うえで医術ならぬ管理術をしっかり修得する
ことができれば、名管理者といえるだろう。
　「いい話を聞いた。今度、講演のエピソー
ドに使わせてもらおうかな」と私が言うと、
　「だったら今日はご馳走になるぞ」
　……急に感じの悪い患者に見えてきた。

　旧友の男女２人と一杯やったときのこと。
　「いやあ、久しぶりによい医師に診てもら
った。名医だったな」と男のほうが嬉しそう
に言った。
　「ゴッドハンド？」と女史が尋ねた。
　「いや、ただの風邪だったから、ゴッドハ
ンドかどうかはわからない」
　「どこが名医だったの？」
　「診察室に入ったら『お待たせしました、
山本さん』て笑顔で挨拶をしたんだ」
　「挨拶？　それから？」
　「『私は高橋といいます』って名乗った。い
い感じだったな、あれは」
　「もしかしてセクシーな女医だった？」と
女史がからかった。
　「男だよ男。ぼくが症状を説明したら、ち
ゃんとうなずきながら聞いてくれた」
　「それだけ？」
　「説明をしたら、『それはつらかったでしょ
うね。じつは私も先月、同じような症状にな
りました。しんどかったな』って。一緒に笑
っちゃったよ」
　「ふうん。それで、どこが名医なわけ？」
　「診察室を出るとき、とても気持ちがよか
ったんだよ。ああ、こんな医師がいるなら、
またこようかと思った」
　「あなた、小児科にでも行ったの？」
　女史は肩をすくめて笑った。
　なるほど。おもしろい話だと思った。
　「名医」という言葉の捉え方が全く異なっ
ていたのだ。
　試しにその場で「名医」を調べてみた。グ
ーグルのトップには「すぐれた医者」とある。
これではわからない。

「名医」とはどんな医師か

術と人柄を併せ持つこと

世帯移住促進プログラムの
創設や子育て世帯が低家賃
で入居できる若者定住促進
住宅の建設など、子育て世
帯のUIターンを積極的に取
り組んでいます。特筆すべ
き事項としては、小学校区
毎の地域コミュニティ組織
と連携しての空き家の掘り
起し、区長を交えた面談制
度の実施、移住前後のサポー
トなど地域との協働を大切
にUI ターンを促進させ、定
住対策に取り組んでいると
ころです。
　続いて、『交流満足度日本

一』を実現させるため、最初に行ったことは、観
光のコンセプトを明確にすることでした。上述の
とおり、宇佐市は歴史・自然・文化など多様な観
光資源を有するため、より一層お客様に宇佐市観
光の価値を感じていただき、勝ちにつなげてほし
いという願いを込めて掲げたコンセプトが、『カ
チがあるまち宇佐。』です。
　これにより、行く“価値”があるまち、行けば
“勝ち”運がもらえるまちといったポジティブな
メッセージを全国に発信しながら、観光誘客に向
けた取り組みが行えるようになりました。現在は、
本市が持つ多くの日本一やパワースポット、豊富
なグルメを前面に出し、観光プロモーションを強
化するなど情報発信を行うと同時にお越しいただ
いた方へのおもてなしの向上や外国人観光客の受
け入れ体制を整備するなど、受け入れ側の充実も
図っています。今後も、全国に誇れるグリーン
ツーリズムやグルメなどの観光資源を活用し、新
たなツーリズムを展開していきます。読者のみな
さんも一度、宇佐市にたくさんの“カチ”を貰い
に来ませんか。
　これからも
宇佐市は『定
住満足度日本
一、交流満足
度日本一のま
ち』を目指し
て、前進して
いきます。

　平成 17 年３月 31 日に旧宇佐市と旧安心院町、
旧院内町が合併して誕生した「宇佐市」は九州の
大分県北部に位置します。
　北は穏やかな豊前海を背にして、広大な宇佐平
野と神聖な御許山から連なる美しい山並が広がり、
南の山々には荘厳な東椎屋の滝や清涼な岳切渓谷
など素晴らしい自然が今もなおのこっています。
また、全国八幡社の総本宮である宇佐神宮をはじ
め、石橋や鏝絵など歴史的・文化的価値の高い文
化遺産が数多く点在しており、毎年、たくさんの
観光客が訪れます。
　住んでいる人も訪れた人も満足度の高いまちの
創造に向けて、「宇佐市に生まれてよかった、ずっ
と住み続けたいと思えるまち、訪れてよかった、
また来てみたいと思えるまち」を目指し、本市の
まちづくりの目標を『定住満足度日本一、交流満
足度日本一のまち』としています。
　まず、『定住満足度日本一』の取組みとしては、
2009 年より、空き家情報を提供する「空き家バ
ンク」を本格化させ、移住に関する情報を発信す
るホームページ「移住安心ガイド」を立ち上げま
した。2015 年からは、移住サポーターを配置し、
家財道具撤去等の各種助成制度の創設や空き家改
修の助成額拡充など積極的にUI ターンを促進し
た結果、空き家バンクを中心に市の制度を活用し
たUI ターン者が確実に増加しています。
　最近は、特に子育て世帯の誘致に力を入れてお
り、市指定文化財の古民家を改修した「おためし
移住体験施設」のリニューアルをはじめ、子育て
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空き家体験ツアーの様子

写真：勝負の神様で有名な「宇佐神宮」と不滅の69連勝記録をもつ35代横綱「双葉山」


